
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

高嶺 岳(たかみね-がく)

ノイマン
ウロボロス

カウンターC

20(高3)

犠牲

兄弟

殺戮

長期入院

高校生

男

42

同行者

1
1
5
1

1

0
0
0
0

1
1
6
1

28
8
8
13
26

8 1
1 2

レネゲイド UGN1 2

餓獣刃

120↑

白兵
白兵
白兵

1r+6
8r+6
9r+6

3 7
7
7

与ダメで邪R3 この武器を使用したMP終了時侵+2 ICP
CR+コンソ+コンバ 7

CR+コンソ+コンバ+シャドー+灰 16

0 0

輪廻の獣 "アルマ･レグナム"
高嶺 慧
PC2

親愛 劣等感

ブレス
思い出の一品

2 0

ワーディング

リザレクト

CR:ノイマン 3

コントロールソート

コンバットシステム 3

シャドーテンタクルス 1

原初の赤:要の陣形 ３

原初の灰:鮮血の修 3

構造看破 1

写真記憶
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1

1

1

1

3

1

★

-

1d10

2

2

3

1

4

8

-

オート

気絶時

メジャー

メジャー

メジャー/リアクション

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

視界

-

-

武器

武器

10m

-

-

至近

シーン

自身

-

-

-

-

3体

単体

効果

自動

自動

対決

対決

対決

対決

-

対決

自動

-

↓100

-

-

-

-

-

殺戮/120↑

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

組み合わせた判定のC値-LV(下7) EAP129

〈白兵〉を【精神】で判定する EAP90

判定ダイス+[LV+1個] EAP90

射程変更 BCP68

対象変更 EAP97

与ダメでクリンナップ時対象にHP-[LV*10](失う) MP終了時HP-5(失う) RUP23

人工的な機械や建造物を解析できる EAP95

□生い立ち
樺ヶ崎市支部に所属する職業カウンター。現リバース日本支部長･高嶺慧の弟である。
四人兄妹の次男。長男である慧以外は非オーヴァードであり、レネゲイドとは無縁の世界で日常を過ごしていたが、4年前、宿主を失った"輪廻の獣"の器に選ばれ
たことにより、覚醒する。
元より覚醒しているのであれば兎も角、未覚醒者へ"輪廻の獣"が齎す力はあまりにも危険すぎる。事実、彼もジャーム化こそしなかったが、"ソレ"と上手く付き合
っていけるようになり、日常生活に戻るまでに丸2年の時間を費やしている。
復帰後自ら職業カウンターを志願し、通常よりも厳しい検査を受けた後、正式にUGNに加入。今日まで高校に通いながらエージェントとしての任務をこなしてい
る。

□性格等
人畜無害そうな顔をしている反面、思ったことはストレートに口に出す、はっきりした性格。
兄に憧れており、彼に少しでも早く並び立てる存在になるよう、立ち居振る舞いを自ら律している。
一人称は「俺」だが、普段は努めて「私」と言うようにしている。気のおけない仲間など、親しい人間の前では素が出ることも。二人称「貴方」。
綺麗めでフォーマルな服装を好み、プライベートでもシャツにジャケット、パンツといった出で立ち。周囲からは「社会人みたい」「老けて見える」とある意味
評判。
好きなものは読書(研究所や論文など、堅いものを好む)。嫌いなものは他人の夢を馬鹿にする人間。

□戦闘スタイル
ノイマン×ウロボロスのクロスブリードで、高濃度のレネゲイド――自身の血液を纏わせた剣で戦う。
それ自体の殺傷力に特筆すべきものはなく、寧ろ純粋な攻撃力だけを求めるのであればより効率的･効果的なつくりや仕組みがあるであろうことは、一度でも前線
に出たことがある者であれば誰もが察することが出来る。
この剣が武器たる本質は、対象に傷をつけたその先にある。剣自体のレネゲイドが傷口から入り込み、宛ら遅効性の毒のように、時間が経つにつれ身体を蝕んで
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